
別子銅山を読む講座Ⅺ－３ 

宰平の漢詩の続きを読む - その１ 

令和３年９月１２日（日）10:00～11:30 

元別子銅山文化遺産課長 坪井利一郎 

 

 はじめに 

「宰平遺績」を平成２８年に解説し、付録の「錬石餘響」の漢詩については、令和元年に

宰平の心境を察するために、悪戦苦闘の末に読み下した。不得手なことには手を出さぬこ

とを痛く感じた２年間であったが、付録に「偸閒楽事 上・下」が残っているので、ほぼ

同じ年齢になった宰平の心境を察するために、再度勇気をふるって「上」だけでも漢詩を

読み下してみる。訳については、各自で詩情豊かにつけていただくことを切に願う。 

 なお、宰平には三部の漢詩集を残しているので、それを次に箇条書きしておく。 

   簿領餘事  安政 ４年 ３０歳 

錬石餘響  明治 ５年 ４５歳 

偸閒楽事  明治２９年 ６９歳 

 

偸閒楽事 上 

芳山 

芳樹春闌啼鳥閒  芳樹春 闌
たけなわ

に啼鳥の閒 

悵然吊古欲忘還  悵然古に 吊
ぶらさが

り又忘れんと欲す  悵然：失望して恨
うら

みなげく様子 

飛花満地休縦歩  飛花満地、縦
ほしい

いままに歩を休め 

個是至尊埋骨山  個是至尊、骨を埋める山 

 

鳳蹝鸞蹟百家村  鳳蹝
ほ う し

鸞蹟
らんせき

、百家の村       鳳蹝鸞蹟：伝説上の鳥足の足跡 

風俗淳々故事存  風俗淳々、故事存す 

擁護山稜他樹少  山稜を擁護して他樹少なし 

櫻花薫徹大和魂  桜花の薫徹する大和魂 

 

三月十三日同諸士遊梅荘 

朗晴半日試徘徊  朗晴半日、徘徊を試み 

最是城南閙往来  最も是れ城南往来閙
さわが

ぐ 

急馬緩牛車磊々  急馬緩牛車磊々
らいらい

         磊は車磊：ひしめく様子 

左祠右寺路回々  左祠右寺路回々 

野塘春草青三寸  野塘の春草、青三寸       塘＝堤 



村舎梅花白一堆  村舎の梅花、白一堆
たい

      堆：高く積み上げてある 丘、丘陵 

雑還客多無雅致  雑還と客多く雅致無し     雑還：いろいろかえって 

恐吾詩筆染紅埃  恐
ばか

る吾の詩筆は紅
こう

埃
あい

に染むる 

 

 明治十年別子鉱山山下新居落成有楼日望遠賦以記事 

新築一楼遺子孫  新たに一楼を築いて子孫に遺す 

此楼宜與鉱山存  此の楼宜しく鉱山と存すべし 

望煙不啻愛風致  望煙啻
ただ

風致を愛さず 

欲報積年金石恩  報いんと欲す積年金石の恩 

 

 ※広瀬邸が久保田から上原に移築され、「新築」は「高築」に改作される。 

 

 読月瀬記勝 

恋慕梅花十載強  梅花を恋慕して十載強     載：書き記す 

故人詩上得芬芳  故人の詩上、芬
ふん

芳
ほう

を得る    芬：かおり妍 

嬋妍専断月無色  嬋妍専断、月に色無く     嬋：うつくしい 妍：うつくしい 

馥郁融和雪有香  馥郁
ふくいく

融和、雪に香り有り  馥：かおり 馥郁：においの盛んな様子 

鶴宿鶯棲擬隠逸  鶴宿鶯棲、隠逸を擬
なぞら

え 

風晨霜暁儘顚狂  風晨霜暁、 儘
ことごと

く顚
てん

狂
きょう

     顚狂：気が狂うこと 

我生早晩為行楽  我が生は早晩行楽を為し 

臭味相同住此郷  臭味相同じくして此の郷に住む 

 

佳篇細読当遊観  佳篇細読、遊観すべし 

座作梅花満目看  座せば梅花満目な看るを作
な

し 

山塢層雲香簇々  山塢
お

層雲、香簇々
そうそう

たり     塢：ちいさなとりで 

谿潭流月白団々  谿潭流月、白団々たり     谿潭：谷と淵 

不容凡客詩三昧  容れず凡客詩三昧 

将聴高人琴一弾  将に聴くべし高人の琴一弾 

雪想氷思竟和夢  雪想氷思竟は夢に和す 

春風吹処太多端  春風吹く処、太
た

だ多端 

 

幾冊魁春供壮観  幾冊か春に魁
さきが

け壮観を供にし 

呼為玉雪任人看  呼んで玉雪と為り人の看るに任す 

老林和靖不労屐  老林和靖、屐
げき

を労
いと

わらず     屐：はきもの 

狂孟浩然将跨鞍  狂孟浩然と将に鞍に跨
また

がらんとす 浩然：広大な様 元気のある様 

月下認村迷遠近  月下村を認め迷うこと遠近 



雲間尋路失盤桓  雲間尋路、盤桓
ばんかん

失す      盤桓：ぐるぐる回る ためらう様 

乾坤一幅梅花画  乾坤一幅梅花の画       乾坤：天地 

何用凡常青與丹  何ぞ用ひん凡常青と丹と 

 

 暁發神戸赴有馬途中 

倩得軽車暁發程  軽車を倩
やと

い得て暁の程に發す  倩＝雇  程：ほど、くらい 

破煙衝霧響轟々  煙を破り霧を衝いて響轟々
ごうごう

たり 

残眠只道朦朧眼  残眠只
し

道
どう

、朦朧の眼      只道：この道 

尚取凉風多処行  尚、凉風多き処を取りて行かん 

 

路傍渓声行踏雲  路傍の渓声 行
ゆきゆき

て雲を踏む 

樹陰向処暁氤氳  樹陰向う処、暁氤氳
いんうん

たり   氤氳：山に霧がいっぱい立ち込めた様 

車夫汗滴多於露  車夫の汗滴露よりも多し 

凉風與吾難等分  凉風吾と等分すること難し 

 

 有馬雑詩 

曽遊此境既三回  曽
か

つて此の境に遊ぶこと既に三回 

今日風煙晴色開  今日風煙晴色を開く 

何啻主翁都熟面  何ぞ啻
ただ

 主翁都
すべ

て熟面のみならんや 

旧知山翠映簾来  旧知山翠、簾
すだれ

に映じて来る 

 

湯家三百八十余  湯家三百八十余り 

遊客成群盛夏初  遊客群を成す盛夏の初め 

枕水高楼無定主  枕水高楼、定主無く 

浹旬好借作吾廬  浹
しょう

旬
しゅん

好借、吾が廬
いおり

と作
な

す    浹旬：十日 

 

松際禅龕
こん

竹外村  松際に龕
ずし

を禅
ゆず

る竹外の村 

個中天地小仙源  個中は天地の小仙源        個中：このうち 

温湯不啻医羸弱  温湯啻
ただ

羸弱
えいじゃく

を医
いや

さず       温湯：暖かい湯  羸：やせる 

長使居民浴此恩  長へに居民を使
し

て此の恩に浴さしむ 

 

浴後追凉神気嘉  浴後凉を追って神気嘉し 

渓橋行尽路三叉  渓橋行き尽くして路三叉 

秋来偶得故郷信  秋来たり 偶
たまたま

故郷の信を得る 

好買蟲籠寄我家  好し蟲
むし

籠
かご

を買って我が家に寄る 

 



全家鶏犬儘従陪  全家の鶏犬、 儘
ことごと

く陪従
ばいじゅう

す    従陪：従う 

忘却旅情呼楽哉  旅情を忘却して楽哉を呼ぶ 

五載女児能解事  五歳の女児能く事を解し 

午眠竊供枕衾来  午眠竊
ぬす

んで枕
ちん

衾
きん

を供して来たり  枕衾：布団と枕 夜具 

 

茄紫瓜青朝又昏  茄紫瓜青、朝又昏
くら

し 

熊魚何肯似田園  熊
ゆう

魚何ぞ田園に似て肯
こう

す     熊魚：熊と魚 

客居謾道山厨冷  客居謾道山厨冷え         謾：あなどる 

淡白之中風致存  淡白の中に風致存り 

稼穡：農業 

抛擲人間稼穡難  人間の稼穡
かししょう

の難
か

しきを抛擲
ほうてき

し   抛擲：なげうって 

闔村男女托生安  闔
と

村の男女托して安を生ず     闔村男女：村内のみんな 

温泉一滴貴於米  温泉の一滴、米より貴し 

不識凶年饑與寒  識
し

らず凶年の饑
う

えと寒さ 

 

蒼苔白石不堪清  蒼苔白石、清に堪えず 

峭座凉陰逸思生  峭座
しょうざ

凉陰、逸思生ず        峭：けわしい 

応有天仙為舞楽  まさに天仙の舞楽を為す有り 

珠簾垂処鼓音鳴  珠簾垂れる処、鼓音鳴る 

 

 拝観桂 御園謹賦一律 

入門深邃浄無塵  入門深邃、浄くして塵無し    邃：おくふかい 

歩々芊綿草似茵  歩々芊
せん

綿
めん

、草茵に似たり     芊綿：草が生い茂る 茵：しとね 

緑水紅鱗池邐々  緑水紅鱗、池邐々
れいれい

たり      邐：美しい様 

白川赤馬石璘々  白川赤馬、石璘々
りんりん

たり      璘：美しい様 

松琴明奏四時夕  松琴明奏、四時の夕べ      四時：四季 一日の四時(朝昼夕夜) 

花月清妍千古春  花月清妍、千古の春       妍：美しい 

賞歎当年英勇力  賞歎当年、英勇の力 

移成山谷作斯真  移成山谷、斯
し

真を作る      斯：この このような 

 

挿花偶述 

含露枝々白間紅  露を含む枝々白紅とまじわる 

參差瓶裡玉玲瓏  參差
し ん し

の瓶裡の玉玲瓏
れいろう

と    參差：ふぞろいな 玲瓏：美しく輝く 

未知挿法為何妙  未
いま

だ知らず挿法何の妙を為す 

妙趣翻存乱挿中  妙趣 翻
ひるがえ

して乱挿
らんそう

の中に存す 

 



 敗荷立鷺図 

池荷秋老太衰残  池の荷
はす

、秋に老いて太
た

だ衰残 

堪見依稀鷺影単  見るに堪
た

えたり、依稀として鷺の影ひとつ 依稀：ぼんやりと 

也恐晩風吹度水  也
また

恐る晩風の吹いて水を度
わた

るを 

雪衣裊々夕陽寒  雪衣 裊 々
じょうくじょう

夕陽寒し           裊々：まといつく 

 

 越渓観楓 

浅水長橋是永源  浅水長橋、是れ永源 

寺門深処認風幡  寺門深き処に風幡を認む 

乾坤風物皆如錦  乾坤風物皆な錦の如し          乾坤：天地 

不許白雲留一痕  許さず白雲一痕を留むるを 

 

露染霜裁紅映黄  露染め霜裁ちて紅は黄に映ず 

愛看天造好文章  愛
め

で看る天造る好文章 

休将着色論文筆  将に着色して文筆を論ずることなかれ 

難比尋常錦繡賜  比べ難く尋常錦繡
きんしゅう

の賜         錦繡：豪華で美しい物事 

 

路将窮処一橋通  路将に窮
きわ

めんとする処一橋通じ 

両岸錦天無寸空  両岸の錦天寸空無し 

臨水懸崖楓幾樹  水に臨む懸崖の楓、幾つの樹 

紅龍躍在緑波中  紅龍躍り緑波の中に在り 

 

温酒林間把一巵  酒を温め林間に一 巵
さかずき

を把
つかむ

れば     巵：さかずき 

老顔似愧帯紅時  老顔愧
はじる

に似て紅を帯る時 

感来得句皆心赤  感じ来る句を得て皆心赤し 

不羨青年才子詩  羨
うら

やまず青年才子の詩 

 

霜楓紅老未全疎  霜楓紅老未だ全く疎ならず 

水上風情興有余  水上の風情興余り有り 

宛似落花春後状  宛
あたか

も落花春後の状に似て 

寒流十月見金魚  寒流十月、金魚を見る 

 

雲帷烟幕欲開張  雲
うん

帷
い

烟幕張りて開かんと欲する     帷：とばり 

出現壮観天女房  出現壮観、天女の房 

激石鳴泉似琴筑  石を激する鳴泉は琴
きん

筑
ちく

に似る      筑：弦楽器 

始看聖代舞衣装  始めて看る聖代の舞衣装 



 題通気楼                    通気楼：御代島に増田が建てた楼 

非是尋常賣酒家  是尋常の賣
ばい

酒家に非ず 

当楼風景足相誇  楼に当たる風景相誇るに足る 

銅煙気脈通蒸気  銅煙気脈蒸気に通じ 

引自銅山到浪華  引いて銅山より浪華
な に わ

に到る 

 

 戊寅元日喜而賦 

西説南論為去年  西説南論去る年となり 

太平軍卒就安眠  太平の軍卒安眠に就く 

一声祝砲天初白  一声祝砲天初めて白く 

春静十餘萬竈煙  春静かに十餘萬竈
かそう

の煙      竈：かまど 

 

 詠梅花賀伊庭正人先生還暦壽栄 

回頭六十一春風  頭を回
めぐ

らせば六十一の春風 

霜潔氷清同始終  霜 潔
いさぎよ

く氷清く始終同じなり 

不與尋常桃李伍  尋常の桃李と伍
まど

わらず 

梅花気格似斯翁  梅花の気格斯
こ

の翁の似
ごと

し 

 

 庭園梅花盛開、同諸君会於指月庵 

月正黄昏梅正開  月正に黄昏
たそがれ

 梅正に開く 

梅花気力太雄魁  梅花の気力太
た

だ雄魁       雄魁：たいへん大きい様 

独凌氷雪添茅屋  独り氷雪を凌
しの

いで茅屋に添う 

一笑杏桃嬌玉台  一笑杏桃玉台に嬌じ       玉台：宮殿 

絲竹肉場吾老去  絲竹の肉場に吾れ老いて去り 

詩書画裡客催来  詩書の画裡、客催して来る 

請君莫惜丹青筆  請う君丹青の筆を惜しむ莫
なか

れ 

高士心腸脱俗埃  高士の心腸、俗埃を脱す 

 

新美槻南、和余探梅詩上於新聞紙、・・・・ 

同遊許否與君親  同遊を許否して君と親しむ 

淡月微雲林下春  淡月微雲林下の春 

誰道山中高士臥  誰か道
い

う山中に高士臥して 

梅花媒介得斯人  梅花媒介して斯
こ

の人を得たり 

 

 次新美槻南、早春訪友芳礎 

待尽池頭春草舒  待ち尽くす池頭春草舒
の

ぶ     舒：のびる 



和風暖日意徐々  和風暖日意徐々たり 

帰田素志成何歳  帰田素志成りて何歳 

借覧栽花種樹書  借覧す栽花種樹の書 

 

 大阪日報記者、相告日、河州牧岡神祠有梅園、・・・ 

老杉古檜護深宮  老杉古檜
かい

深宮を護る 

馥郁香聞蓊鬱中  馥郁
ふくいく

として香聞く蓊
おう

鬱
うつ

の中     蓊鬱：草木が盛んに茂る 

移植梅花千百樹  移植の梅花千百樹 

神霊不復旧菅公  神霊復旧菅公ならず 

 

園有犂痕未點苔  園に犂
れい

痕
こん

有りて未だ苔點せず    犂痕：鋤の跡 

高低数畝趁春開  高低数畝春を趁
お

うて開く 

非無学業晩成感  学業は晩成の感無きにしも非らず 

全玉梅花悉旧栽  全玉梅花 悉
ことごと

く旧栽なり 

 

前臨滄海後幽厳  前に滄海を臨みて後幽 厳
おごそか

に 

遠近風煙最不凡  遠近の風煙最も凡
つね

ならず 

万樹梅花春一色  万樹の梅花春一色 

梅花缺処認孤帆  梅花缺
か

ける処孤帆を認む 

 

 庚辰元日                     庚辰：明治１３年 

米国欧州如此隣  米国欧州此の隣りの如し 

曽同歳暦盆相親  曽って歳暦を同じくして盆に相親しむ 

昌平何独賑民竈  昌平何ぞ独り民の竈
かまど

を賑わさん 

蒸気煙多海陸春  蒸気煙多し海陸の春 

 

 観梅於岡本帰途逢雨 

東阜西岡歩々安  東阜
ふ

西岡
こう

歩々安し 

追人来往度盤桓  人を追うて来往
らいおう

盤桓
ばんかん

を渡る      盤桓：ぐるぐるまわる 

詩心滃渤迷香雪  詩心滃渤
おうぼう

として香雪に迷い     滃渤：盛んに湧き上がる 

翻座梅花無処看  翻
ひるがえ

って梅花無き処に座して看る   香雪:白い花の形容 

 

培養梅花一両村  梅花を培養す一両無村 

疎々密々隔田園  疎々密々田園を隔てる 

土人不比林和靖  土人比べず林和
り ん な

靖
せい

      林和靖：北宋の詩人の林逋
り ん ぽ

、和靖は 諡
おくりな

 

晴事耕耘雨鎖門  晴れれば耕耘を事とし雨ふれば門を鎖ざす 



半日陰晴與意違  半日陰晴意と違ひ 

竟為寒雨故霏々  竟
つい

に寒雨のために 故
ことさら

に霏々
ひ ひ

たり  霏々:はげしく降る様 

帰来猶有梅花気  帰り来たれば猶お梅花の気有り 

粘着衣裳濕不晞  衣裳に粘着して湿り晞
かわか

ず 

 

城東桃花盛開、一日往観 焉
いずくんぞ

 

好遂春風何処之  好し春風を遂
お

うて何の処にか之
い

かん 

生魂祠外産湯祠  生魂祠外、産湯の祠 

先桜後杏危三日  先に桜、後に杏危うし三日 

綴錦裁霞将一時  綴
てい

錦裁霞、将に一時 

縦使劉郎無採薬  縦
たと

え劉郎をして薬を採ること無くも 

且欣禹錫有題詩  且
まさ

に欣
よろこ

びて禹
う

錫
よう

詩を題する有り 

此中観賞宜酣酔  此の中、観賞酣酔宜しく 

橋畔翩々閃酒旗  橋畔翩々
へんぺん

酒旗閃
ひらめ

く         翩々：ひらめく様子 

 

 晏起                        晏
あん

起：朝寝 

日已三竿雨始収  日已
すで

に三竿、雨始めて収まる     三竿：午前８時頃 

春窓睡暖夢魂幽  春窓睡暖夢魂幽なり 

芳山一角尋将遍  芳山一角尋ねて将さに遍
あまね

し 

花影妍々上枕頭  花影妍々、枕頭に上る        妍：うつくしい 

 

嵐山奥極路将窮  嵐山奥極路将に窮
きわ

めんとす 

秀水奇巌船自通  秀水奇巌船自ら通る 

歳々賞花詩眼熟  歳々華を賞
め

でて詩眼熟す 

天然結構不相同  天然の結構、相い同時からず 

 

激湍玉迸
ほう

水玲瓏  激湍
げきたん

玉となって 迸
ほとばし

り水玲瓏として       湍：はやせ 

一葉行舟不易通  一葉の行舟通ること易からず 

両岸春残紅躑躅  両岸の春、紅躑躅
てっきょ

が残る       躑躅：つつじ 

故濺香霧撲疎蓬  故
ことさら

に香霧に濺
そそ

いで疎蓬を撲
う

つ 

 

多年痼疾愛煙霞  多年の痼疾
こ し つ

、煙霞を愛す       痼疾：こびりついて直らない癖 

深遍川源春後花  深遍川源、春の後花 

臥虎伏獅皆怪石  臥す虎伏す獅、皆怪石 

拾従獣窟入僲家  拾
あたか

も獣窟に従い僲
せん

家に入る      僲家：仙人の家 

 



一片軽舟不暫留  一片の軽舟暫
しばら

く留めず 

水風吹面冷於秋  水風面を吹いて秋に冷たし 

右山乍左々山右  右山乍
たちま

ち左、左山は右 

活画図間下二州  活画図間、二州に下る 

 

早既嵐山夏木稠  早や既に嵐山夏木稠
しげ

し 

水煙如雨緑将流  水煙雨の如く緑まさに流さんとす 

遊踪昨日留舟処  遊踪昨日舟を留むる処  踪：あと 

也上三軒舊酒楼  也
また

上る三軒旧酒の楼 

 

 遊紀南陽崎 

暖温能似此彊不  暖温能く此の彊に似るや否や 

必竟南州欲尽頭  必ず竟に南州尽きんとする頭
ほとり

 

竹外梅花先正月  竹外の梅花は正月に先んじ 

籬辺残菊尚高秋  籬辺の残菊尚お高き秋         籬：間垣 

時携獵銃試山歩  時に獵銃を携えて山歩きを試み 

或棹釣舟為水遊  或いは釣舟に棹さし水遊びを為す 

漁弟樵兄舊知己  漁弟樵
しょう

兄旧い知己にして 

相交亦是共風流  相い交わりてまた是風流を共にす 

 

遠避紅塵逢歳豊  遠くに紅塵を避けて歳豊に逢い 

身元頑健志何空  身元頑健にして志何ぞ空なる 

故山書信皆無恙  故山の書信皆恙
つつが

なし 

客舎起居常不同  客舎起居常に同じからず 

厨下春寒知酒乏  厨下春寒く酒の乏しきを知り 

渡頭潮進報舟通  渡頭潮進み舟の通るを報ず 

淹留草草幾旬過  淹留
えんりゅう

草草幾旬か過ぎて     淹留：久しく留まる 留まって進まず 

吹遍梅花開落風  吹いて遍
あまね

し梅花開いて落つる風 

 

馴得覊居如故栖  馴じみ得たり覊居
き き ょ

故栖
こ せ い

の如し   覊居：旅の宿  故栖：古巣 

漁談農話慰愁悽  漁談農話、愁悽
しゅうせい

を慰む     悽：いたむ 

種来野菜梅花底  野菜を種
う

え来る梅花の底 

睎出海苔楊柳西  海苔を睎出する楊柳の西    睎：のぞむ 

煙渚無波睡鳧泛  煙渚波無く睡鳧
す い ふ

泛
う

かび     鳧＝鴨  泛＝浮 

蓬扉不鎖午鶏啼  蓬扉鎖
とざ

さず午
ご

鶏
けい

啼く 

浴余散策人知否  浴余散策人知や否や 



手理行厨又自携  手は行厨を理
おさ

め又自から携える 

磊落誰知得自由  磊落誰か知らん自由を得て  磊落：さっぱりしている 

徜徉還作踏青遊  徜徉還
ま

た作す青遊を踏む   徜徉＝逍遥 ぶらぶらする 

余霞淡淡引紅散  余霞淡淡紅散を引き 

芳書芊芊含緑柔  芳書芊芊緑を含んで柔かなり 芳書：他人の手紙 芊芊：草の茂る様 

橋断帰牛過浅水  橋断帰牛浅水を過ぎ 

湾深振鷺立虗舟  湾深く振鷺虗
きょ

舟
ふね

を立つ    虗：虚の本字 

與人不敢同情慾  人敢えて情欲同じからず 

一箇詩嚢有所求  一箇の詩嚢
し の う

求むる所有り 

 

也尋旧跡出郷関  また旧跡を尋ねて郷関を出ず 

寄在紀南山水間  寄りて紀南山水の間に在り 

柳葉全舒風嵶々  柳葉全て舒
の

び風じょうじょうとして 嵶＝女弱 揺れそよぐ 

梅花半落雨班々  梅花半ば落ち雨班々たり 

詩家消息豈容易  詩家消息豈に容易に 

官海波瀾付等閑  官海波瀾、等閑に付す       官海＝官界 等閑：おざなり 

老去身宜休且養  老去りて身宜ろしく休み且つ養う 

暮天飛鳥倦将還  暮天飛鳥倦
う

んで将に還らんとす 

 

気候海南冬亦温  気候海南冬また 温
あたたか

し 

温泉畢竟恰天恩  温泉畢竟
ひっきょう

恰かも天恩 

詩文為册芳名在  詩文册を為し芳名在り 

碑石生苔故事在  碑石苔を生じ故事在り 

熊浦鯨魚常上俎  熊浦の鯨魚常に俎
そ

に上り       俎：まないた 

蟻田柑果日盈盆  蟻田
あ り た

の柑果日に盆に盈
みつ

る       蟻田＝有田(地名) 

珍羞如此忘覊旅  珍羞
ちんしゅう

此の如く覊
き

旅
りょ

を忘れ       珍羞：うまい料理 覊旅；旅行 

笑向春風屡倒樽  笑って春風に向つて 屡
しばしば

樽を倒す 

 

微行豈又有誰同  微行豈に又誰れ有りてか同じくせん 

独困荒蹊不易通  独り困す荒蹊
こうけい

通るに易すからず 

牛馬往来馴突兀  牛馬往来突兀
とっこつ

に馴じみ        突兀：そびえ立つ  

樵魚区別界東西  樵魚区別東西に界
さかい

す 

山頭放火焼痕黒  山頭火を放ち焼痕黒く 

海面浸霞斜照紅  海面霞を浸
ひた

して斜照紅 

更見落帆争入港  更に見る落帆争って港に入り 

暮煙蕭索上疎蓬  暮煙蕭索
しょうさく

疎蓬に上る            蕭：よもぎ 蓬：よもぎ 



謾誇健歩度崔嵬  謾
あなど

りて健歩を誇って崔嵬
さ い き

を度る    崔嵬：険しい山 

難免人間物外機  免
まぬか

れ難し人間物外の機 

鳶蹴笠頭危掠去  鳶は笠頭を蹴って危く掠
りゃく

し去り 

雉従鞋下直驚飛  雉は鞋下従
よ

り直くに驚きて飛ぶ 

行迷樵路分荊棘  行きて樵路迷ひ荊棘
け い し

分かち 

踏破春山摘蕨薇  春山を踏破して蕨
わらび

薇
ぜんまい

を摘む 

好是腰間有瓢酒  好し是れ腰間に瓢酒有りて 

未全傾尽放歌帰  未だ全く傾け尽くさず放歌して帰る 

 

 養生 

厭倦十年都市塵  厭倦
えんけん

十年都市の塵 

利名奔走欲愆身  利名奔走身を愆
あやま

らんと欲す 

田家幸是許帰臥  田家幸いに是帰臥を許す 

養我性情為野人  我が性情を養い野人と為す 

 

剥啄敲門是旧朋  剥啄門を敲くは是旧朋         剥啄：こつこつという音 

世論戦々與兢々  世論戦々兢々なり 

先生沈黙峭然立  先生沈黙峭然と立ち          峭然：きびきびとして 

試問青天不敢応  試みに問う青天敢えて応えず 

 

築成一宇納凉台  築成る一宇納凉の台 

梧竹周圍翠作推  梧竹の周囲翠推
すす

めて作る       梧：あおぎり 

最是深陰不容暑  最も是れ深陰暑容れず 

許他鳥影覆翻来  たくさんの鳥影覆翻
ふくはん

して来る     許他：たくさんの 

 

好是晩風吹水時  好し是れ晩風水を吹く時 

秋田面々碧琉璃  秋田面々碧の琉璃 

葛巾野服趁涼去  葛巾
かつきん

野服涼を趁
お

うて去けば      葛巾：くずで作った頭巾 

忽被村童謗且嗤  忽
たちま

ち村童に謗
そし

り嗤
わら

われる 

 

夜深吟嘯日高眠  夜深く吟嘯
ぎんしょう

して日高くして眠る    嘯：うそぶく 

懶々慵々甘瓦全  懶々慵々瓦
が

全
ぜん

甘し          懶：ものうい 慵：ものうい 

培養嗤
し

吾新活計    培養嗤
わら

う吾が新に活きる計を     甘瓦全：つまらぬ人生 

盆蓮幾許得青銭  盆蓮幾許
いくばく

か青銭を得ん        青銭：青銅の銭 

 

南浦西湾臨幾回  南浦の西湾その場に臨んで回る 



風煙咫尺接楼台  風煙咫尺
し せ き

楼台に接す             咫尺：きわめて近い距離 

凉風厪得行帆力  凉風厪
わずか

に行帆の力を得て           風煙：風にたなびく霞 

一半吹吾枕簟来  一半吾が枕簟
ちんてん

を吹いて来る          一半：半分  簟：むしろ 

 

飯余就枕腹便々  飯余枕に就いて腹便々として         便々：太っている 

日與青山共一天  日は青山と共に一天なり 

盛夏吟思附午夢  盛夏吟思午夢につき 

詩顔尚掩韻書眠  詩顔尚お韻書を掩
お

って眠る 

 

萬年青根千秋緑  萬
お

年
も

青
と

は千秋の緑を根づき 

百日紅開永夏花  百日紅
さ る すべ り

は開永夏の花を開く 

着意殷勤親草木  着意殷勤草木に親しみ 

人間亦有鬢毛華  人間も亦鬢
びん

毛
もう

の華有り 

 

安心良薬養生書  安心良薬生を養う書 

読愛村家欲久居  読んで村家を愛
めで

し久居を欲す 

川有香魚山薯蕷  川は香魚有りて山には薯蕷
じ ょ よ

       薯蕷：いも 

饋
き

来兄弟旧樵漁  饋
お

くり来たる兄弟旧樵漁        饋：はこんでくる 

 

竹密松深庭院幽  竹密に松深く庭院幽なり 

午眠冷澹恰新秋  午眠冷澹
れいたん

恰
あたか

も新秋           冷澹：冷たくうすい 

可憐子婢能扶老  憐れむべし子婢能く老を扶
たす

け 

故拂飛蠅坐枕頭  故に
ことさら

飛蠅
よう

を拂って枕頭に坐す 

 

芋露禾風秋可嘉  芋露禾風
か ふ う

秋嘉
よろ

し            禾＝稲 

此中楽事向誰誇  此の中の楽事誰に向かって誇らん 

都人休咲帰農拙  都人咲
わら

うを休め帰農拙
つたな

し 

一頃村田賑一家  一
いっ

頃
けい

村田一家賑わう          頃＝時 

 

 中村々居雑詠 

真個幽棲足息躳  真個
し ん こ

に幽棲躳
ろ

を息
やす

めるに足りる     真個：ほんとうに 

園亭到処有清風  園亭到る処に清風有り 

高松蔽屋高三丈  高松蔽屋
へいおく

高さ三丈           蔽：おおう 

脩竹成檣碧一叢  脩竹 檣
ほばしら

を成して碧一叢
そう

        叢：くさむら 

儘共蠶眠消日永  儘
ことごと

く蚕と共に眠り日の永きを消し 

欲同雀躍待秋豊  雀と同じく躍らんと欲して秋の豊さを待つ 



村僮力役亦家計  村僮の力役また家計                  僮：わらべ、しもべ 

鋤雨耕雲憐朴忠  鋤雨耕雲 朴忠を憐れむ                朴忠：飾り気がなく誠実 

 

 六月十六夜、月色清朗、孤坐指月菴 

或恐屐痕将着新  或いは恐れる屐
げき

痕
こん

将さに新たに着かんとす 屐：はきもり屐 

青苔白石浄無塵  青苔白石浄くして塵無し 

一痕凉月来臨座  一痕凉月来たりて座に臨めば 

是我菴窓入幕賓  是れ我が庵の菴の窓入幕の賓 

 

 一夕浮舟於新居浜避署、偶雲屏禅師寄詩、次韻礎為答 

浮舟水上任悠々  浮舟水上に任
まか

せて悠々として 

日没山蔭未上楼  日没山蔭 未だ楼に上らず 

分與残樽酔蒿子  残樽を分與して蒿子
こ う し

に酔う            蒿子：よもぎ 

猶貧風月在洲頭  猶風月を貧
むさ

ぼり洲の頭
ほとり

に在り 

 

 登別子鉱山 

奉職終身幾往還  奉職終身幾たびか往還す 

白頭猶是不思艱  白頭猶是れ艱
なやみ

を思わず 

非常錯節憐吾老  非常の錯節が吾老いを憐れみ     錯節：複雑で解決の困難なこと 

六月寒風入鉱山  六月の寒風鉱山に入る 

 

歩到渓橋気節分  歩いて渓橋に到り気は節分       節分：ほどよく 

危巌峙処画氤氳  危巌峙
そばだ

つ処画氤氳
いんうん

          氤氳：気が盛んに立ち昇る 

不知身已渉天半  知らず身は已
すで

に天半に渉り 

笠上雲為鞋下雲  笠上の雲は鞋
あい

下の雲となる      鞋＝靴 

 

登得此山誰不驚  此の山に登り得て誰か驚かざる 

百般土木有功成  百般土木功成ること有り 

猨途兎路無尋跡  猨途兎路尋ね跡無く         猨＝猿 

峻崿変為牛馬行  峻崿
しゃんごう

変じて牛馬の行と為す     峻崿：高く険しい 

 

與他産業不相同  他産業と相同じからず 

無尽蔵中採赤銅  無尽蔵中に赤銅を採る 

欲問国家経済事  問わんと欲す国家経済の事 

半天鉄路一條通  半天鉄路一條通る 

 



 四月十日、船発新居浜、留別諸子 

乍逢乍別太匇々  たちまち逢いたちまち別れ 太
はなはだ

匇々
そうそう

たり 匇々：慌ただしい 

春海波平半日風  春海波平らかに半日風 

老去人情易成涙  老去りて人情涙成り易く 

淡煙細雨又将東  淡煙細雨又将に東せん 

 

  自詠 

物遂開明多見聞  物は開明を遂
なし

うる見聞多し 

百端論説太喧紛  百端の論説 太
はなは

だ喧紛        喧紛：うるさくもめる 

変遷世事俄如雨  変遷の世事俄
にわ

かに雨の如し 

衰老人生懶似雲  衰老の人生懶
ものう

く雲の如し 

城市無求違宿志  城市求むる無く宿志違
たが

ひ       宿志：長い間待ち続けていた願い 

田園有趣欲帰耘  田園趣き有りし帰耘を欲す      帰耘：帰って農業を 

一犂風月従今後  一犂
り

風月今より後          犂＝鋤 

好向農翁誇作文  好し農翁に向かう作文を誇らん 

 

 庚辰晩秋、将赴韓地、途経長崎、追想往事有作 

物換星移転耐憐  物換
か

わり星移り転
うた

た耐憐         転た：ますます 

秋光但似旧時天  秋光但
ただ

旧時の天の似
ごと

し 

金波瀲灔湾々月  金波瀲灔
れんえん

湾々の月      瀲灔：月光が波に映って美しく光る様子 

照我遊踪三十年  我遊踪を照らして三十年      踪＝跡 

 

徘徊行尽漸将還  徘徊行き尽してようやく還らんとす 

望絶彎環前後山  絶望し彎
まが

り環
まわ

る前後の山      彎＝弓 まがる、引く 

当日遊人多家墓  当日遊人家墓多く 

高低累々古松間  高低累々古松の間 

 

 釜山雑詠 

人文日々到開明  人文の日々開明に到り 

修好稍為隣国情  修好稍
わずか

に隣国の情と為す 

象得泰平無殺気  泰平象
あわ

れ得て殺気無し 

雲煙冬暖釜山城  雲煙冬暖釜山城 

 

江湾夜泊日韓船  江湾夜泊日韓の船 

乞火隣窓高枕眠  火隣の窓を乞うて枕を高くして眠る 

一柱帆檣雑双柱  一柱帆檣
はんしょう

双柱雑
ま

いる       檣：帆柱 



月光共載亜州天  月光共に亜州の天に戴
いただ

く 

 

相見不妨呼古狂  相見て妨げず古狂と呼び 

白衣黒帽道人装  白衣黒帽道人を装う 

行々一様帯煙具  行き行きて 一様煙具を帯び 

也似筇枝三尺長  也
また

似る筇
きょう

枝
し

三尺長           筇：つえ 

 

全都風俗旧精神  全都の風俗は旧精神 

安得小成無苦辛  小成安じ得て苦辛無し 

駒隙光陰真可惜  駒隙
く げ き

光陰真に惜むべし  駒隙：白駒過隙の省略形であっという間 

一樽麦酒酔眠人  一樽の麦酒酔眠の人 

 

嘗抱雄図心未迷  嘗
か

つて雄図を抱いて心未だ迷わず  雄図：雄大な計画 

朝鮮海上釣鯨鯢  朝鮮海上鯨鯢
げいげい

を釣る        鯨鯢：くじらの雌雄 

秋風客夜寒燈底  秋風客夜寒燈の底 

独閲地経嘲小西  独り地経に閲して小西を 嘲
あざわら

う 

 

又在他郷迎小春  又他郷に在りて小春を迎う 

徜徉随意歩江濱  徜徉随意江濱を歩く  徜徉：逍遥 

欲尋無復紅楓寺  尋ねんと欲し複
ふたた

び紅楓寺無し 

恰着山容似故人  恰もぴったり山容が故人に似るを  着：ぴったり 

 

落日荒村映海波  落日荒村海波に映じ 

此他寒色一層多  此の他 寒色一層多し 

龍頭龍尾客居地  龍頭龍尾客居の地 

千古松声護大和  千古松声大和を護る 

 

余威猶在日之西  余威猶 日の西に在り 

俯仰当年詩欲題  俯仰当年詩に題せんと欲して 

鬼上官名千歳後  鬼上の官名千歳の後 

依然呵責止児啼  依然呵責 児の啼くを止む 

 

潮勢遥駆萬馬東  潮勢遥に駆ける萬馬の東 

江波瀲灔月玲瓏  江波瀲灔
れんさん

月玲瓏      瀲灔：月光が波に映って美しく光る様子 

恍疑身在画図裡  恍に疑う画図の裡
うち

に在る身を 

斜掛蒲帆双幅風  斜に掛ける蒲帆双幅の風 



個是天然牧馬場  個是は天然の牧馬場 

草枯水涸太荒涼  草枯れ水涸れて太
はなは

だ荒涼たり 

一嘶聞処紛成伍  一嘶
せい

聞く処 紛
まぎ

れて伍と成り    嘶
せい

：いななく 

聚散窺人立夕陽  聚
じゅう

散
さん

人を窺
うかが

ひ夕陽に立つ 

 

老入他郷意気頻  老いて他郷に入り意気頻
しきり

に 

一鞭秋色度嶙峋  一鞭秋色 嶙峋
りんしゅん

を度
わた

る 

洗兵橋上暫留馬  洗兵橋上に暫
しばら

く馬を留め 

回顧豊公年代春  回顧豊公年代の春 

 

農工無別況樵漁  農工別無し況
いわ

んや樵漁も 

村落看過類穴居  村落看過穴居の類
たぐい

 

人與牛豚都一様  人と牛豚と都
すべ

て一様に 

防寒避暑恰同廬  防寒避暑恰
あたか

も廬
いおり

と同じ      廬＝庵 

 

田自荒蕪路自通  田自ずから荒蕪し路自ずから通ず 

孤村秋夕月冥濛  孤村の秋夕月 冥濛たり 

家居笮小難容膝  家居笮
さく

小
しょう

 膝を容
い

れるに難
かた

し 

人在爨煙炊霧中  人は爨
さん

煙に在って炊霧の中     爨＝竈 かまど 

 

 初秋諏訪山幽居 

寄事文詩養此情  事を文詩に寄せて此の情を養う   営々：あくせく働くこと 

幽栖好是免営々  幽栖
ゆうせい

好し是れ営々を免ぬかれる   幽栖：隠居して静かな処に住む 

頭蒙白髪消鴻志  頭は白髪を蒙り
こ う む

鴻志消えて     鴻志：大きな志 

窓対青山安小成  窓は青山に対して小成に安んず 

風露払簾晨起爽  風露簾を払って晨起爽
さわ

やかに 

雲嵐入坐午眠清  雲嵐坐にいり午眠清し 

無他飽食三回外  他に無し飽食三回外には 

教育児孫了半生  児や孫を教育して半生を了
おわ

る 

 

 同某官吏、観菊於紙久園、分韵
いん

得陽         韵：ひびき 

暁傲巌霜盆屈強  暁に巌霜を傲
あそ

び盆には屈強たり 

精神間澹有余芳  精神は間澹
かんたん

で余芳り        間澹：無欲で心が静か 

世人多未休官去  世人多く未だ官を休めて去らず 

誰省黄花晩節香  誰か省みん黄花晩節に香るを 

 



 訪得庵鳥尾先生閑居 

柴門咫尺接梅林  柴門咫
し

尺
せき

梅林に接し       咫尺：きわめて近く 

清気逼人々鼓琴  清気人々に逼
せま

り琴を鼓
なら

す     逼＝迫 

空剰春窓一丸月  空しく春窓一丸の月を剰
あま

して 

照君餐雪齕氷心  君を照らして餐雪齕
さ ん せ つ

氷
こっぴょう

の心  餐雪：美しい雪 齕氷：氷をかむ 

 

満開春信太紛嘩  満開春信太
はなは

だ紛嘩       紛嘩：にぎやか 

誘客東風弄物華  客を誘い東風
こ ち

は物華を 弄
もてあそ

び 

老去與人游楽異  老去りて人と游楽を異にして 

梅花香裡訪君家  梅花香裡君が家を訪ぬ 

 

 夏暁薪街客楼作 

掬得清凉暁最宜  清涼を掬
すく

い得て暁最も宜し 

熹微山影上簾時  熹
き

微
び

山影に簾の上がる時   熹微：日光がかすかなこと 熹：あぶ

る 

低吟竊下高楼歩  低吟竊
ぬす

んで高楼を下りて歩く    竊＝盗 

貧睡家人不敢知  睡を貪
むさぼ

りて家人敢て知らず 

 

 壬
みずのえ

午
うま

元旦書感               

到底無縁水與山  到底無縁 水と山と 

委身市井濟時艱  委身を市井に委ねて時艱を濟
すませ

る 

五十五度春如夢  五十五度の春は夢の如し 

未免簿書叢沓間  未だ免レズ簿書叢沓
そうとう

の間     叢沓：かさなりあう 

 

 同香雲画、兄游嵐峡時桜花既謝 

花期過処着吟鞭  花期過処 吟鞭を着ける 

春不待人々可憐  春は人々を待たず憐
あわ

れむべし 

昨雨沛然紅事老  昨雨沛
はい

然として紅事老ひ     沛然：大雨が降る要す 

青松緑水旧山川  青松緑水 旧
もと

の山川 

 

 明治十四年四月、将発浪浪華、臨別似諸君 

東山西海欲周遊  東山西海周遊せんと欲す 

一挙托身車又舟  一挙に身を托す車又舟 

豈啻楊州騎鶴去  豈啻
あにただ

楊州鶴に騎
またが

って去り 

先従蜻尾到蜻頭  先ず蜻尾より蜻頭に到る     蜻：とんぼ 

 



早晩欧行広外交  早晩欧行外交広く 

鵬程遥把夢魂抛  鵬程遥に把
つか

みて夢魂を抛
なげ

つ  鵬程：遠い道のり 

自嗤燕子乾坤小  自ら嗤
わら

う燕
えん

子
し

 乾坤小なし  乾坤：のるかそるか 

不免営々護故巣  免
まぬか

れず営々として故巣
ふ る す

を護る 

 

 今茲明治十四年当先考希鳳翁三十年忌辰・・・・・ 

香火団欒集一門  香火団欒一門集い      香火：仏に供える香と燈明 

精神猶在足推尊  精神猶お在り推尊足る    推尊：尊敬する 

苦辛成蹟翁知否  苦辛の成蹟 翁知るや否や 

興業分家多子孫  業を興し家を分かちて子孫多し 

 

逝水年華三十年  逝
せい

水年華三十年       逝水＝逝川 亡くなる 年華＝年月 

回頭往事夢茫然  頭を回せば往事の夢茫然たり 

鴻恩罔極何時報  鴻恩罔
こうおんもう

極
きょく

何時
い ず れ

にか報いん   鴻恩：大きな恩 罔極：限りない恩 

泣奉霊前詩一篇  泣いて霊前に奉る詩一篇 

 

 日野山中 

寒暖乗除交往来  寒暖乗除 交
こもごも

も往来す    乗除：良くなったり悪くなったり 

関心気節不成災  関心気節災を成さず     関心：気にかける 注意する 

花之柹妹競相会  花之柹
し

妹
まい

競って相い会い   柹妹=姉妹 

梅已盛時桃已開  梅已
すで

に盛時 桃已
すで

に開く 

 

 江勢路上 

詩眼匇忙不暫休  詩眼匇忙
そうぼう

 暫
しばら

く休まず    匇忙：あわただしい 

奚嚢抽筆記長遊  奚嚢
けいのう

筆を抽
ぬ

いて長遊を記す  奚嚢：詩を入れる袋 

遠山一角此良雪  遠山一角此れ良雪 

転作桜花入勢州  転
ころび

た桜花を作して勢州に入る 勢州：伊勢の国 

 

 賽伊勢雨宮 

閙熱春三四月間  閙熱
どうねつ

春三・四月の間     閙熱：さわがしい 

紅裙翠傘往忘還  紅裙
くん

翠傘 往きて還るを忘る 裙：もすそ 

俚歌一曲唱相和  俚歌
け か

一曲唱
うた

って相和し    俚歌：はやり歌 

天女也降神路山  天女也
ま

た降りる神路の山   也＝亦 

 

億兆生霊敬我朝  億兆の生霊を我朝を敬い 

毎欽闔国富而豪  毎に欽
あお

ぐ闔
こう

国富んで豪なるを 闔国：国じゅう 



二千年物郎名器  二千年物郎の名器なり 

天照東洋日本刀  天照す東洋の日本刀 

 

 雲出橋上 

一路長程奈旅覊  一路長程旅
りょ

覊
き

奈
いかん

せん       旅覊：たび  覊：たづな 

養花天気自遅々  養花天気自ら遅々たり 

人兼倦鳥同思宿  人は倦
けん

鳥を兼ねて同じく宿を思う  倦：いやになる くたびれる 

雲出橋頭逢雨時  雲出ずる橋頭雨に逢ふ時 

 

 途中 

空濛香霧未全晴  空
くう

濛
もう

香霧未だ全晴ならず      濛：小雨 

連日春陰適我情  連日の春陰我情に適
あ

う 

緩歩五十三駅路  緩やかに五十三駅路を歩く 

朝桜夕杏看花行  朝に桜夕に杏 花を看て行く 

 

 宿島田 

水村山駅路程長  水村山駅 路程長く 

投宿客窓全夕陽  投宿客窓 夕陽全し 

點染風塵殊不悪  點
てん

染
せん

風塵 殊に
こ と

悪からず    點染：画家が景物を捕らえて色取る 

毎開行李有花香  毎に行李を開けば花の香有り  風塵：俗事 

 

 過原駅逢雨 

生憎雲霧裏峯巒  生憎
あ い に

く雲霧峯巒
ほうらん

の裏
うち

      巒＝峰 

咫尺模糊白一団  咫尺
く せ き

模糊として白の一団    咫尺：きわめて近く 

君子春眠呼不起  君子春眠を呼べども起きず 

芙蓉影作夢中看  芙蓉の影 夢中に看ると作す 

 

熱海温泉 

比他炎液不相同  他の炎液に比べて相同じからず 

含得塩酸最有功  塩酸を含み得て最も功有り 

或恐巌峒海神怒  或いは恐れる巌峒
げんどう

海神の怒り  巌：いかめしい 峒：蛮人の住む所 

満天湯霧捧龍宮  満天の湯霧 龍宮に捧げる 

 

地響天鳴有猛威  地響き天鳴り猛威有り 

沸騰声帯水雲飛  沸騰の声は水雲を帯びて飛び 

湯家更漏尤奇絶  湯家更に漏れて尤
もっと

も奇絶    奇絶：すぐれて珍しい 



呼傚人間時信機  呼びて傚
なら

う 人間の信機の時   信機：まこと 

 

 四月念七遊墨陀
す み だ

堤               墨陀＝墨田 

満堤香雪路彎環  満堤香雪路 彎環す 

転眼緑陰人亦閑  眼を緑陰に転ずれば人亦た閑なり 

初聴蛙声自何処  初めて聴く蛙声 何れの処より 

飄紅飛白漂流間  飄紅飛白漂流の間 

 

 五月八日遊小金井 

路傍清渠十里強  路は傍清渠に傍
そっ

って十里強 

萬株桜樹最芬芳  萬株の桜樹 最も芬
ふん

芳
ぼう

     芬芳：かおりがよい 

年年勾引綺羅影  年年勾引
こういん

す綺羅の影      勾引：引き寄せる 

流入都城御水香  流れて都城に入りて御水の香 

 

與他名地不争嬌  他の名地と嬌
きょう

を争らず     嬌：なまめかしい 

独占幽清一路逢  独り幽清を占める一路逢う 

却是晩春多幸福  却って是 晩春幸福多し 

落花啼鳥小金橋  落花啼鳥の小金橋 

 

 宿宇都宮 

客舎弛肩心亦安  客舎肩を弛
ゆる

めて心亦た安し 

話来往事悉艱難  来りて往事を話せば 悉
ことごと

く艱難 

日光山下月明夕  日光の山下に月は明夕 

満圃梨花吹雪寒  満圃の梨花は雪を吹いて寒し 

 

 野州途上 

到処平原路易攀  到る処平原路 攀
よ

じ易いし 

行人無事入東関  行人無事に東関に入る 

満城花落鵑啼節  満城花落ち 鵑
ほととぎす

啼く節
とき

 

雪白天辺三国山  雪白の天辺 三国山 

 

 過白川 

山勢嵯峨風物奇  山勢嵯峨として風物奇なり 

故関旧址有誰知  故関旧址 誰有りてか知らん 

萬花不敢争先後  萬花敢えて先後を争わず 

二十四番春一時  二十四番の春一時 



 福島県下途中書感  

戸々養蚕堪見聞  戸々の養蚕堪
た

えて見聞す 

桑村連続望氤氳  桑村連続するを望み氤氳
いんうん

たり     氤氳：気が盛んに立ち昇る 

生憎前夜霜為別  生憎
あ い に

く前夜に霜の別れと為る 

減却嫩芽青幾分  減却嫩
とん

芽
が

 青幾分か         嫩芽＝若芽 

 

初発浪華早桜既開、覊中閲月而路面上百花尚盛矣 

山村水郭作吾家  山村水郭
かく

 吾が家を作る 

一路春風処々嘉  一路春風処々に嘉し 

自有東君慰覊旅  自ら東君覊
りょ

旅
き

を慰むる有り      覊旅：たび 

三句余日見桜花  三句余日 桜花を見る 

 

途上 

人兼道路共開明  人は道路を兼ねて共に開明 

低処乍高々処平  低処乍
たち

まち高く高処平らかなり 

貴賤同乗駆馬去  貴賤同乗 馬を駆
の

って去り 

鞭絲帽影巻塵行  鞭絲帽影 塵を巻きて行く 

 

 暁發人僲
せん

台                      僲
せん

台＝仙台 

暁帯残眠易往来  暁に残眠を帯び往来易しく 

一車撼夢々徘徊  一車夢を撼
うご

かして夢徘徊す 

挟路行松皆合抱  路を挟んで行く松 皆合い抱て 

老龍影裏入仙台  老龍影裏 仙台に入る 

 

矚目
しょくもく

                         矚：見る 

一目千彊田更田  一目千彊田更に田           千彊＝千余り 

東臨大海水連天  東に大海を臨み水天に連なる 

布帆點々小於島  布帆点々島よりも小さく 

応是奥州輸糶船  まさに是れ 奥州の輸糶船
ゆちょうせん

に応
なる

るべし  糶：米や麦を売り出す 

 

 滞仙偶作                       偶作：たまたま作る 

有友新茶試一煎  友有りて新茶試みに一煎
いっせん

 

留身逆旅暫休肩  身を逆旅に留めて暫らく肩を休める 

宜哉埋木誇珍異  宜 哉
むべなるかな

埋木珍異を誇り 

山媚水明名取川  山媚
び

水明の名取川           媚：美しい 風光明媚 

 



 千松島 

怪松奇島趣相同  怪松奇島 趣は相い同じ 

千賀名存浦々風  千賀の名存り浦々の風 

也似獅々遊戯状  也
ま

た似る獅々遊戯の状 

倒頭影在細波中  倒頭の影 細波の中に在り 

 

痩容闔島載雲松  痩容闔島
そうようこうとう

 雲松を載
いただ

き        闔島：全ての島が 

落日退潮霊秀鐘  落日退潮 霊秀の鐘 

応是仙人化工手  応
まさ

に是れ仙人の加工の手になるべし   化工手：自然の 

掌中捧出玉芙蓉  掌中に出玉芙蓉を捧ぐ 

 

 従千松島渡鹽竈江上逢雨                鹽竈＝塩釜 

雲繞江山或巻舒  雲は江山を繞り或いは巻舒
けんじょ

たり     巻舒：巻いたり広げたり 

長風細雨共徐々  長風細雨共に徐々たり 

無双仙境千松島  無双の仙境 千の松島 

附與人間画不如  人間も附与して画に如
し

かず 

 

 岩手県下 

走車尽日豈風流  車を走らせ尽日豈に風流ならんや 

一路荒陬入奥州  一路荒陬
こうすう

 奥州に入る         荒陬＝田舎 

訛謬郷音争弁得  訛謬
かびゅう

郷音 弁を争いて得る 

問山尋水竟無由  山を問い水を尋ねて竟に由
よし

なし 

 

 偶作                         偶作：たまたま作る 

厪遇開花亦落花  厪
わず

かに開花に遇
あ

い亦落花 

笑吾天福在煙霞  笑吾天福 煙霞に在り 

子規声裡更衣節  子規の声の裡
う

ち更衣の節
とき

        子規:ほととぎす 

傍有郷々不想家  傍に郷々有りて家を想わず 

 

 陸中途上 

始識東藩施政寛  始めて識る東藩の施政寛
ひろし

し 

一分守己附安々  一分己を守りて安々に附す 

即今急務興農事  則ち今 急務は興農の事 

水脈山經留意看  水脈山經 意を留めて看る 

 

 過農家有感 



不省人間有世華  省みず人間に世華有り 

敝衣蓬髪了生涯  敝
へい

衣
い

蓬髪
ほうはつ

 生涯了
おわ

る      敝衣蓬髪：破れた着物と乱れた頭髪 

常兼牛馬同天賦  常に牛馬と兼ね天賦を同じくす 天賦＝天性  生まれつき 

無敢区分共一家  敢えて区分無く共に一家なり 

 

 所見 

無辺原野半成平  無辺の原野 半ば平と成り 

千里連天人可驚  千里天に連なり 人驚くべし 

四顧東西眼迷処  四顧すれば東西眼迷の処 

帰鴉背上夕陽明  帰鴉
あ

背上 夕陽明かなり    鴉：からす 

 

地無磽确草無荊  地には磽确
こうかく

無く 草に荊無し  磽确：石の多い痩せた土地 

極目郊原不用耕  極
きょく

目
め

郊原は耕を用いず     極目：見渡す限り 

牧馬離群蹂躙去  牧馬群を離れして蹂躙
じゅうりん

去る   蹂躙：踏み荒らす 

妨人来往或横行    妨人来往 或いは横行す  

 

 到野辺地 

久労倦脚陟崔嵬  久しく倦脚を労
いた

り崔嵬
さいがい

に陟
のぼ

る  倦：疲れた  崔嵬：山の頂上 

地勢漸将江海開  地勢は漸
ようや

く将に江海を開かんとす 

知得青森山脈尽  知り得たり青森山脈尽き 

孤帆乍自樹梢来  孤帆 乍
たちまち

 樹梢より来たる 

 

 自函館到根室船中 

鯨波衝破火輪船  鯨波衝き破る火輪船       鯨波：大波 

萬里長風捲黒煙  萬里長風 黒煙を捲く 

回首蜻蜒州尾尽  首を回せば蜻蜒
せいてい

州の尾尽きて   蜻蜒：とんぼ 

飛鴻落日魯西天  飛鴻落日魯西の天 

 

 根室港所見 

節過五月未春妍  節
とき

五月を過ぎて未だ春妍
けん

ならず  妍：美しい   鯨波：大波 

萬里鯨波罩蛋煙  萬里鯨波 蛋
たん

煙を罩
こ

む      蛋煙：白い煙  罩：立ちこめる 

一隊白鷗飛不去  一隊の白鷗飛で去らず 

団々残雪睡磯辺  団々たる残雪は磯辺に睡る 

 

 観漁事於花咲村 

漁家櫛比枕江濱  漁家櫛比
し っ ぴ

と江濱に枕し      櫛比：隙間なく並んで 



待得薫風下網頻  薫風を待ち得たり 網をすこと頻
しきり

なり 

六月桜桃花発里  六月桜桃花が開く里 

紅鱗潑々始為春  紅鱗潑々 始めて春と為る 

 

 馬上口占 

痩馬仍能馴険途  痩
そう

馬仍
しきり

に能
よ

く険途に馴れ 

一鞭叱咤乍奔趨  一鞭叱咤
し っ た

 乍
たちまち

に奔趨
ほんすう

す   叱咤：しかる 

先駆遥入潮煙去  先駆遥かに潮煙に入りて去り 

砂上蹄痕看欲無  砂上の蹄痕 看て無を欲せん 

 

 待滊船於霧多布島 

咫尺乾坤無可知  咫尺
し せ き

乾坤 知るべく無く   咫尺：きわめて近く    

波声遠自暗中移  波声遠く 暗中より移る 

果然北海霧多島  果然北海の霧多き島 

故使来船三日遅  故
ことさら

に来船の三日遅れ使
し

める 

 

 根室客中 

商船買舶繋江弯  商船買舶 江弯に繋ぎ 

夜避風涛免険艱  夜風涛
なみ

を避けて険艱
けんかん

を免
ぬかる

る 

瘴霧囲天三十日  瘴霧天を囲むこと三十日    瘴：風土病 ここでは同音の障の意 

偶看海月照波間  偶
たまたま

看る海月の波間を照らすを 

 

江弯夜色盆添愁  江弯夜色 盆愁を添える 

暗把覊愁人上楼  暗に覊
き

愁
しゅう

を把
と

って人楼に上る  覊愁＝旅愁 

未散燈明台畔霧  未だ散せず燈明台畔の霧 

一丸海月大於毬  一丸海月 毬よりも大なり 

 

 観札幌開墾有感 

天地有人欺不毛  天地人有りて不毛を欺
あざむ

く 

新開夏雨閏如膏  新たに開く夏雨閏なること膏
あぶら

の如し 

剰来耕墾劬労状  剰
あま

りし来る耕墾劬労
く ろ う

の状    劬労：骨折れ 疲れる 

巨大木根三尺高  巨大なる木の根は三尺の高さ 

萬圃桑麻頗務農  萬圃桑麻 頗
すこぶ

る農に務め 

十年作此緑重々  十年此緑を重々として作る 

丁々声遂吼哮去  丁々の声吼哮を遂
つい

うて去る    吼哮：ほえる 

竟使鐵痕絶獣緃  竟
つい

に鐵痕をして獣 緃
じゅうしょう

を絶えしめん 緃：足跡 



 石狩川 

河水滔々石狩名  河水滔々
とうとう

たり石狩の名     滔：はびこる 

洪流一劃或縦横  洪流一劃
かく

 或いは縦横 

天然漕運助人事  天然の漕運 人事を助く    漕運：船で物を運ぶ 

事業百般将有成  事業百般 将に成る有あらんとす 

 

函館雑詠 

西洋船接大和船  西洋船に接す大和船 

長短帆檣森刺天  長短の帆檣
はんしょう

の森 天を刺す   帆檣：帆柱 マスト 

漁事未終魚上市  漁事未だ終らず魚は市に上る 

先秋臝得小豊年  秋に先じて臝
あまし

し得たり小豊の年 臝＝裸 

 

函館谷地頭浅田楼酔中作 

夏花映水有余香  夏花水に映じて余香有り 

薫徹池辺避暑亭  薫徹する池辺 避暑の亭    薫徹：かおり漂う 

不独閑人能健啖  独り閑人能く健啖
けんたん

ならず    健啖：たくさん食べる 

臥牛山腹草青々  臥
が

牛の山腹 草は青々として  臥牛：ねてる牛 

 

五稜郭 

洲嘴山頭旧石壇  洲
す

嘴
し

山頭 旧い石の壇     洲嘴：土砂の積もった先 

幾多累々憾情多  幾多累々憾情多し       憾：うらみ 

可憐忠死殷紅血  憐
あわ

れむべし忠死殷
あん

紅
こう

の血    殷紅＝真紅 黒ずんだ赤色 

化作白氷千古寒  化して白氷と作
な

り千古寒し 

 

東民渡邊先生・・・・ 

啼鳥飛花感慨頗  啼鳥飛花 感慨頗
しき

りに 

今送先生昨送春  今先生を送って昨春を送る 

吐我精神涙濺々  我精神を吐きて涙濺々
せんせん

と    濺：そそぐ 

評人詩句玉彬々  人詩句を表して玉彬々
ひんひん

たり   彬々＝明々 

青山留馬行将後  青山馬を留めて行き将に後せん 

蒼海馳船望更新  蒼海船を馳
は

せて望み更に新
あらた

 

許否欽然相慕夢  許否欽然として相い慕う夢   欽然：うやうやしく 

墨陀風月訪何濱  墨陀風月 何
いず

れの濱を訪ねる  墨陀風月：人文と自然の秀でた所? 

 

賀黄薇開氏就官兼送其東行 

販文鬻字亦英雄  文を販し字を鬻
ひさ

いで亦英雄  鬻：売る 



感慨無他皆此中  感慨他に無し皆此の中 

可羨自今忘市熱  羨
うらや

むべし今より市熱を忘れ 市熱：市井の熱気? 

桐花院裏占清風  桐花院裏 清風を占める 

 

   おわりに 

 広瀬邸二階の床に掛かっている「望遠楼」の漢詩が、四篇目に出てきた。多くの漢詩が

綴られた「倫閒楽事」を読み下していく希望の灯をつけた思いがしたが、あまりにも多い

ので読み下しは「上」だけとした。「下」については、別の機会にする。 

ワードに無い漢字がいくつか出てきたので、例えば、「磊」を当て字として車磊を正字と

欄外に記した。明治の漢詩は、旧字が度々出て来るので、そのたびに辞書を引く。漢語の

意味が取れない場合も辞書を引いて欄外に意味を記した。後半部分になると、読み下し文

風に漢字を読んで辞書を引いていたので、漢字の並びで何となく情景が読み取れてくる。

高等学校時代にもここまでは辞書を引かなかったと半世紀前を反省する。 

 宰平の履歴に併せて、何年の何歳のどんな時に漢詩を作ったかを対応させることが出来

れば、心境がより鮮明に分かると思うが、読み下すので精いっぱいで、その事をやり遂げ

るだけの力のなさを悔む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


